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	幾何学特論
	円Oに関する双対変換（双対点（極）と双対直線（極線））
	（定義続く）
	スライド番号 4
	定理�円Oの周上の点Tでの接線tは、点Tに対する双対直線（極線）である。�円Oの接線tの接点Tは、直線tに対する双対点（極）である。�
	定理　直線pが点Aを通るならば、�　　(Aの)双対直線aは(pの)双対点Pを通る。
	定理　以下、点A（大文字）と直線a（小文字）が相互に変換するとする。�①　2点を通る直線は、2点の双対直線の交点に変換する。�　つまり、2点A,Bを通る直線ABは、2直線a,bの交点a∩bに変換する。�②　2直線の交点は、2直線の双対点を通る直線に変換する：�　つまり、2直線ℓ,mの交点ℓ∩mは、2点L,Mを通る直線LMに変換する。�

